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現場の遠隔操作など
オンライン化も推進

オフラインの製造設備に装置を後付けすること

で、遠隔地からの操作や稼働状態の把握が

可能になるなど、現場のオンライン化を実現

製造設備の定型操作を後付け装置により自動化

旧型設備への適用で、現場のオンライン化も推進

製造設備の改造なしで後付け
装置により定型操作を自動化

製造設備に外部装置を後付けすることで

定型操作を自動化できるため、改造時と比較

して低リスク・短期間で導入が可能

東芝グループの半導体前工程
工場で250台以上の実績

設備機種ごとに手順が異なる繰り返し操作を

自動化し、生産性の向上に加え、人為ミスの

削減にも貢献

画面の文字
読み取りから

自席から
設備の確認・操作可能

現場

自席

着工操作自動化（Set＆Autoスタート）

オペレータの待ち時間を削減

操作の遠隔化 稼働状況の把握

操作履歴から

• ワークを着工しました。
• 完工しました。
• 加工時間は1:32。
• 異常が発生しました。
• …

• 電流：1.5
• 温度：700.0
• 圧力：100.0
• 時間：30.0
• 稼働：通常

あやつり制御
ボックス 信号分岐

信号入力

製造設備

入力機器

モニタ

VGAなど画面信号を
取得

判断

キーボードや
マウス／タッチの
入力信号を生成


